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Proactive learning in the midst of COVID-19 pandemic: 
























































　調査対象は、外国語学部 2 年生の TOEIC 対策に特化した「キャリアセミナーⅢ」で、受講生は計 55
人である。本学における TOEIC 対策は、1 年生から 3 年生まで合計 6 の講座（「キャリアセミナーⅠ -
Ⅵ」）を開講していて、いずれも選択科目である。学部内における TOEIC スコアの実績では 2019 年度で
上位が非ネイティブとしては最高レベルとされる 900 点台が複数名ある一方で、下位は 300 点台であり、
差が大きく見られるため、スコアによるクラス分けを行っている。1 年生は入学直後の受験、2 年生・
3 年生は前年度の最高点を反映していて、いずれの学年も TOEIC 受験は必須である。今回の調査対象は
450 点以下を主な対象に 600 点以上を目指すレベルを想定したクラスであるが、留学後の 3 年生など履
修上の都合から想定レベルを超えた受講生も含まれている。
　授業はリアルタイム配信で、Google Meet を使った。毎回の授業構成は、（１）冒頭で目標を提示し（例
えば「Part 5 の文法問題で関係代名詞」など）、（２）いったん各自のオフライン活動として、約 30 分間、
テキストの問題を解く指示をし（それぞれの問題に分単位で時間を設定）、（３）その後 Google Meet で
再集合し、リアルタイムで解説をした。さらに、必要に応じて、文法項目や長文問題の解き方など、繰


































質問項目 A B C D E
学習の過程を振り返ることで効果がある 56.4 43.6 0　 0　 0　
学習の継続につながっている 30.9 47.3 18.2 3.6 0　
学習者独自のものが作成でき、達成感を感じる 21.8 60.0 18.2 0　 0　
自分の学習管理を行うことで、学習に対する責任を高め
ることができる
38.2 50.9 5.5 3.6 1.8
弱点や力の向上を評価し目標を設定するのに役立つ 60.0 36.0 4.0 0　 0　










質問項目 A B C D E
ポートフォリオは有益であった 48.0 46.0 4.0 2.0 0　
従来の対面授業とは異なるような、遠隔授業ならではの
効果がある
32.0 38.0 20.0 10.0 0　
　表 2の 15 回目のアンケートでは、「ポートフォリオは有益だった」に対して「とてもそう思う」と「そ





































































































 1)  TOEIC はエデュケーショナル・テスティング・サービス（ETS）の登録商標。この論文は ETS の検討
を受けまたその承認を得たものではない。本稿で言う TOEIC は TOEIC  Listening  &  Reading  Test
である。









 6) ジャニス・A・スミス（2012）：ポートフォリオ総論―海外の活用から，「大学力を高める e ポート
フォリオ」（小川賀代、 小村道昭編），東京電機大学出版局，東京，5.




















資料 2 「遠隔授業ならではの効果」についての自由記述 資料 2　「遠隔授業ならではの効果」についての自由記述
